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ニュースをメールで受け取り希望の方へ 
件名に会員番号とフルネーム、本文に「ニュースをメールで受け取り希望」と入れていただき、 
配信希望のアドレスから kodomo21@zb.ztv.ne.jp に送信をお願いします。 

 

※今後のニュースは随時発行とさせていただきます。 
 

 

    

一番最初に感じたことは、虐待が先かDVが先かはわかりませんが、すべての暴力がその後のそ

の人が生きていく上でのトラウマに繋がっているということでした。 

DVの加害者が、虐待の被害者だった可能性は高いのかなと思います。 

私の２２年間の結婚生活、DV夫でした。子どもに酷い虐待こそ無かったですが、娘はトラウマ

を抱えています。娘と当時の話をする度に、その当時の自分の不甲斐なさを後悔します。 

幸いな事に、悩みながらも娘は良い方と巡り合い結婚の予定です。 

難しいことではありますが、いつまでも過去にとらわれず、終わったこととして考える事が出来

ればトラウマも消えていくかなと思います。 

虐待もDVも、周りが気づいてあげる事が大切で、それを少しでも減らす事が出来ればトラウマも

減っていくと思うので、傍観者にはならないようにしたいと思います。           Y.N. 
 

 

    

「1時間に 50ミリの非常に激しい雨」って、どのくらい？ 

滝のようにゴーゴーと降り続き、傘は全く役に立たない。 

水しぶきであたり一面が白っぽくなり、視界が悪くなる。車の運転は危険です。 

イメージ 

傘を広げたときの面積がおよそ 1平方メートル。傘をさして雨の中に 1時間立

っていたとすると、１リットルサイズの牛乳パックが５０本分程度傘の上にたまる感じです。 

 

６月２日、三重県に扇状降水帯が発生した時の、１５時頃の降水量は、２０～３０

ミリのいわゆるどしゃ降りでした。あちこちで冠水、浸水被害がありました。（アメ

ダスより） 

お子さん連れの外出は、無理です。避難は早めに！ 

 

降水量２０～３０ミリの感じ方 

・傘をさしていても濡れる。地面一面に水たまりができる 

・ワイパーを速くしても見づらい 

・側溝や下水、小さな川があふれ、小規模の崖崩れが始まる              （気象庁HPより） 

提供会員 132人 依頼会員 60人 両方会員 3人 合計 195人 活動件数 209件 2023年 5月末現在 
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１ミリの降水量なら傘をささなくても平気かも。２ミリの雨では傘が必要です。 

１ミリ表示は、１～１．９ミリの降水量なので、２ミリ近くなると、結構降ってると感じる雨です。 

３～５ミリの降水量では、道路に水溜まりができる。 

１０ミリ以上では、ザーザーと降って、雨の音で話し声が聞こえにくいと感じます。 
 
気象庁の降水量のイメージを持って、台風や大雨の時の災害に敏感になりましょう。 
 
日頃の備え！ 
 
○側溝や排水口の掃除をして、水はけを良くしておきましょう。 

大雨が降って排水が悪いと、トイレや洗面所の排水口から、ゴボゴボと音がして、外の水が逆流して

くることがあります。大きめのビニール袋に水を入れて口を縛り、排水口のふさぐように乗せて逆流

を防ぐことができます。 

○ハザードマップで、自宅のリスクを調べておきましょう。 

浸水区域？土砂災害？ 

○いつ、どこへ？避難方法を考えておきましょう。 

自宅にとどまることも、避難です。 

中川 

 

 

    

７月１日、２日、８日、９日、１６日、１７日の土日に計１２講座行われます。 

今年度の会場は三重県人権センターと津庁舎です。 

コロナ禍では参加者に制限があったのですが、今年は会場が大きく、定員も増え、

ご自身のスキルアップのための単独講座受講もOKになりました。 

たくさんの方のお申し込みをお待ちしています。 

現在、伊勢地域では１９人の方がボランティアとして関わっています。私たちと一

緒に子どもが安心して居られる地域づくりを考えていただける方が増える事を願っています。 

上記日程終了後もwebにて配信や地域でのDVD講座開催を予定しています。詳細については後日

お知らせします。                                  池田 

 

 

    

今年度の第１回講座は１０月２１日～１１月５日の土日で現在先生方と日程調整中です。 

今回は度会郡・大台町ファミリー・サポート・センターとの共催になります。 

また、ｚｏｏｍを使用してたくさんの方に聴講していただけるようにも計画しています。 

詳細が決まってきましたらお知らせします。 
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チャイルドラインの活動から始まり、ファミサポ事業、里親啓発事業、学習支援事業、育児家事

支援事業、と様々な事業を通して研修を重ねる中、自分の想像の範疇を超えるような様々な家庭の

事情がある事を知りました。 

適切な養育をされずに育つ子どもたちがたくさん居る事、その親も又適切な養育をされずに育った

ためにどのように家庭を持てばよいのか、子どもを育てればよいのか分からずに過ごしている事が

多いということ。 

里親シンポジウムで実際に体験した方の話を何度か聞く機会を持ち、子どもの時からより良い環境

や人間関係の中で育つことの大切さを痛感しています。 

この条文の「児童の最善の利益について最大の考慮が払われることを確保するもの」という視点

を持てば、里親制度や養子縁組は育ちを妨げられるような環境の子どもたちを救う素晴らしい制度

だと思います。 

里親にならなくても里親家庭、養子縁組家庭を理解して支える方に回る

ことも大切な役割だと思います。そう、私たちが活動を通して接する子

どもや、近所の子どもたちの「意味のある大人」になれるかもしれませ

ん。 

この１０月９日に里親シンポジウムが開催されます。少しでも理解を深

めていただけるよう参加をおすすめします。 

最後に、日本はある程度の経済力があり考えにくいのですが、世界の

中には国自体が貧困で、親たちが子どもを裕福な国の労働力として売り

渡すという悲しいこともあるようです。                        池田 

 

 
第21条 
 
養子縁組の制度を認め又は許容している締約国は、児童の最善の利益について最大の考慮が払われるこ

とを確保するものとし、また、 

（ａ）児童の養子縁組が権限のある当局によってのみ認められることを確保する。この場合におい

て、当該権限のある当局は、適用のある法律及び手続に従い、かつ、信頼し得るすべての関連情

報に基づき、養子縁組が父母、親族及び法廷保護者に関する児童の状況にかんがみ許容されるこ

と並びに必要な場合には、関係者が所要のカウンセリングに基づき養子縁組について事情を知ら

された上での同意を与えていることを認定する。 

（ｂ）児童がその出身国内において里親若しくは養家に託され又は適切な方法で監護を受けること

ができない場合には、これに代わる児童の監護の手段として国際的な養子縁組を考慮することが

できることを認める。 

（ｃ）国際的な養子縁組が行われる児童が国内における養子縁組の場合における保護及び基準と同

等のものを享受することを確保する。 

（ｄ）国際的な養子縁組において当該養子縁組が関係者に不当な金銭上の利益をもたらすことがな

いことを確保するためのすべての適当な措置をとる。 

（ｅ）適当な場合には、二国間又は多数国間の取極又は協定を締結することによりこの条の目的を

促進し、及びこの枠組みの範囲内で他国における児童の養子縁組が権限のある当局又は機関によ

って行われることを確保するよう努める。 

 

https://jp.freepik.com/free-photos-vectors/school 
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♪大杉谷自然学校 事前に申し込みが必要です（参加費あり） ⇒ HP：https://osugidani.jp/ 

・11／11(土) 

 時間：10：30～15：00  定員：小学生と家族 30人  集合解散場所：大杉谷自然学校 
 

・8／8(火) ・8／23(水) 

 時間：10：40～18：10  定員：小 1～中 3 30 人  集合解散場所：道の駅奥伊勢おおだい・
JR三瀬谷・大杉谷自然学校（各所により時間が違います） 

・7／1(土) ※夜の自然散策 ヒメボタルを探そう ・8／5(土)渓流トレッキング 

 定員：家族・一般 20人  時間：10：30～15：00 ※18：30～21：00 

 集合解散場所：大杉谷自然学校 
 

・7／29(土)、7／30(日) 、8／11(金祝)、8／19(土)、8／20(日)、8／26(土) 

 定員：家族・一般 45人  時間：10：30～15：00 集合解散場所：大杉谷自然学校 
 

・11／4(土)、12／2(土) 定員：家族 40人 時間：10：30～14：30  

集合解散場所：大杉谷自然学校 
 

・9／2、11／18、12／16 すべて土曜日 定員：40人 時間：10：30～14：30  

場所：子ども王国(大台町栃原 459) 天候により変更あり 

参加：2017／4月 2日～2019年 4月 1日生まれのお子さんとその家族 
  

( ) 

・10／28(土)～29(日) 定員：家族・一般 25人 時間：1日目 13：00～2日目 14：00 

集合解散場所：大杉谷自然学校 
 
 

 

 

♪子ども服のリサイクル交換コーナー（無料）常設中 （もらっていくだけでも OK！） 
♪毎月 11 日はイオンのイエローレシートの日!!（イオン伊勢店、マックスバリューララパーク店のみんみんネットBOX にイ
エローレシート入れて下さいね<m(__)m>） 
♪チョコレート・カテキン茶・乾燥あげ・こんにゃく・野田あられも買っていただくことでチャイルドライン
への寄付金になります！ ご入用の方はみんみんネット事務所までお問合せ下さい。 
なお、使用済みインクカートリッジ回収は終了しました！！ 今までご協力いただいた皆さまありがとうご
ざいました。 

 
 
≪発行≫ いせファミリー・サポート・センター 
〒516-0037 伊勢市岩渕 2-3-13 NPO 法人三重みなみ子どもネットワーク（みんみんネット）内 

TEL：0596-28-5692 FAX：0596-28-5679  
e-mail kodomo21@zb.ztv.ne.jp  ／ URL：https://kodomo21.com/famisapo/  


